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平成２２年度事業評価について 

 

１ 事業評価の目的・効果 

  市では、予算編成時の事業ヒアリング、総合計画実施計画ローリング等において事業評価の

取組みを行ってきました。しかし、昨今の本市を取り巻く地方分権の推進、尐子・高齢化の到

来、市民ニーズの多様化・意識高揚、財政状況の悪化などにより、行政の説明責任の充実、効

率的で質の高い行政の推進、成果重視の行政への転換が求められている中、事業評価を実施す

ることにより、行政資源の有効配分、経営努力の目標設定など具体的な改善、見直し等を行い

ます。 

 

（１）市民への説明責任の向上 

行政活動について、目標や成果を市民に分かりやすく説明する責任があります。 

事業評価を公表することにより、分かりやすい市政の運営で説明責任の向上を図ります。 

 

（２）事業成果の点検と事業改善への取組み 

マネジメントサイクルの導入による業務の効率性・有効性の向上 

事業ごとに明確な目標を設定し、定期的な進捗管理と実績による達成度などを評価す

ることによって、それぞれの事業がどの程度具体的に実施目的に即しているか、また、

最小の経費で成果を挙げているかなどを客観的に測定すると共に、見直しの必要性を明

確にし、効果的、効率的な改善を継続的に行います。 

 

（３）行政資源の有効活用 

社会経済情勢や市民ニーズの変化を踏まえ、丌要丌急な事業を積極的に見直すことに

より、行政資源の有効活用を図ります。 

 

（４）職員の政策形成に関する能力の向上 

評価を通して問題発見能力、分析力など職員の政策形成能力の向上を図ります。 

 

２ 実施方針 

（１）第七次総合計画の主要事業を中心とした基本計画の着実な推進 

（２）事業の効率化・合理化、見直し等の行政改革の推進 
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３ 評価方法 

（１）事業評価の対象事業 

評価対象事業は、単独の行政活動として存在するのではなく、「政策―施策―事業―

事務事業」の階層の中にあります。高山市第七次総合計画における各施策・事業は次の

ように位置付けられ、実施計画における重要事業を評価対象として実施します。 

  

 

 

（２）評価対象事業 

① 選定方法 

・総合計画実施計画の継続事業から下記により１０４事業を選定しました 
１）後期計画額 50,000 千円以上のソフト事業 

２）後期計画額 100,000 千円以上のハード事業 

※義務的経費はのぞく 

※事中評価を基本とし、平成２２年度に開始した事業、次年度から開始する事業につ

いてはのぞく 

② 選定事業 

【選定事業内訳】 

●選定事業      １０４事業 

 ○ソフト事業     ６９事業 

○ハード事業     ３５事業 
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（３）評価の流れ 

事業評価は、以下のような流れで行います。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）評価の体制 

事業評価は、行政の具体的な活動を評価するものであり、その評価主体には行政活動

の専門知識を有していることが要求されるため、行政内部による評価（内部評価）を基

本とします。 

①総合計画実施計

画事業の確認・把

握 

○事業の内容「Ｐｌａｎ」（事業概要・目的 

など） 

○事業費の推移・結果「Ｄｏ」（事業費・コ 

スト・成果） 

②業績評価 

○分析・評価「Ｃｈｅｃｋ」 

「目的評価」、「コスト評価」、「成果評価」、「進

捗評価」など事業の業績に関する評価を行いま

す。 

 基本的に毎年度実施し、行政サービスの継続

的改善（利用者増加や経費削減など）を行うた

めの検討材料として活用します。 

○今後の方向性「Ａｃｔｉｏｎ」 

現状維持、改善・継続、終期設定・休止・廃止・完了 

 

各評価結果等を踏まえ、事業の問題点の改善を

検討し翌年度以降の事業の方向性を示し実施

します。 

 

      

 

 

③今後の方向性 

④翌年度予算への

反映 

評価結果などに基づく事業の見直し等を、翌年

度予算の参考資料とします。 

⑤総合計画実施計

画への反映 

事業の結果をもって、実施計画ローリングの参

考資料とします。 
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（５）一次評価 

一次評価として、各担当課が「事業の目的」、「コスト面」・「成果面」を評価します。 

    

①目的評価 

 

 

②コスト面・成果面評価（事業の進捗状況や事業費の推移から、成果面とコスト面を評価） 

 

 

③評価の区分 

・①、②の評価結果を踏まえ、事業をⅠ～Ⅴの５段階で評価 

 

 

   ④評価により明らかになった課題・問題に対し改善提案を踏まえ次年度の実施方針を設定 
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（６）総合評価 

総合評価として、企画課・総務課・財政課の協議により最終評価を行います。 

各担当課の一次評価も踏まえつつ、総合的な観点からⅠ～Ⅴの５段階評価を行います。 

 

 

 

（７）評価結果 

 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

評価事業 

１０４事業 
０ １２ ８５ ７ ０ 

 


